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公富山県

天平時代より伝豆、も狩マいるという砂子(すなご)の技法を用いて扉風などを制作してお

られる福野町ぬ表具師長岡由美子さん。
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本県では、昭和55年頃から観光開発やリゾー卜開

発の気運が高まると共に、温泉ボーリングが盛んに

なり、現在は源泉数が約110箇所にも及んでいます。

それには、ポーリング技術の進歩によって1.500m程
度までは容易に掘れるようになってきたことが、大

きく原因しています。

さて、温泉が得られるためには、熱源、水源およ

び通路の三つの条件が揃わねばなりません。熱源と

しては、火山作用、地下火成活動、地下増温率(100
mで3右上昇)などがあります。水源としては、循

環水と化石海水(長らく地層中に閉じ込められてい

る海水)が主なものです。通路としては、断層破砕体

や岩脈相互間の間隙、火山の火口などです。ボーリ

ンクは人工的に通路を作ってやるための手段です。

では、温泉とはどんな水を指すのかといいますと、

温泉法(昭和23年改正)では①地表ヘ出たときの温

度が25'C以上であること、 ③溶存塩類を1g/kg以上

含むか、法で定めている特有成分を基準値以上含む

こと、のいずれかを満たしておれば温泉ということ

になります。 25'C未満で、あっても、②の条件を備え

ておればよいわけです。したがって、かつての鉱泉

もすべて温泉と呼ぶことになりました。なお、 25'C
という温度は台湾の年平均気温よりわずかに高い値

を採用しています。以前は寒冷を感じない34'C(不

感温度)を採用していましたが、終戦後、外国人が

多く来日するようになったため、 25'crこ下げたと聞

いています。アメリ力は21.1'C、ドイツは20ちを採

用しています。

ところで、温泉には療養泉というのがあります。

温泉のなかでも、特に医療的効用のあるものに付け

られた名称で、例えば、鉄分の場合、温泉としては

10mg/kg以上で‘すが、療養泉になるためには20mg/kg
以上必要となります。脱衣場などに効能書きが掲げ

られておれば、その温泉は療養泉であることを示し

ています。本県の温泉はほとんどが療養泉です。

さて、本県の温泉の分布をみますと、全源泉数の

65%が、富山平野をとりまくE陵地帯に散在してい

ます。これらは主として岩稲累層(グリーンタフ)と

いわれる地層中に保留されている化石海水が源泉と

なっています。泉温は30-70'C、泉質は食塩タイプ

のものが最も多く、ついで重曹タイプです。これら

の温泉は、浴用としてはきりきず、やけど、慢性皮

膚病、慢性婦人病、飲用としては慢性消化器病、慢

性便秘などに効用があります。最近は富山市内でも

1.200mのポーリンク‘によって、この地層から温泉水

を得ることに成功しています。

その他、花園岩から成っている黒部峡谷には高温

の単純温泉、庄川峡に散在する含カルシウム食塩泉、

立山地獄谷にみられる酸性硫黄泉など多彩です。

県内の温泉巡りによって、富山県在再発見できる

かも知れません。

みんなでつくろう
しあわせ富山

由一旦中沖富山県知事

こ
の
た
び
、
四
期
目
の
県
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

愛
す
る
ふ
る
さ
と
富
山
県
の
限
り
な
い
発
展
と
県
民
の
皆
さ
ま
の
幸
せ
を
願
っ
て
、
引
き
続

き
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

県
政
を
す
す
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
私
は
次
の
三
点
を
基
本
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

第

一
は、

「県
民
本
位
の
県
政
」
で
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
県
政
の
主
人
公
は
「
県
民
」
の
皆
さ
ま
で
す
。
常
に
県
民
奉
仕
の
精
神

に
徹
し
、
県
下
の
す
み
ず
み
に
、
温
か
い
心
が
か
よ
う
県
民
本
位
の
県
政
を
す
す
め
ま
す
。

第
二
は
、
「
聞
か
れ
た
県
政
」
で
す
。

「万
聞
万
語
」
の
精
神
に
徹
し
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
、
県
民
参
加
の

県
政
を
す
す
め
ま
す
。

第
三
は、

「計
画
県
政
」
で
す
。

新
し
い
県
民
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
先
見
性
と
広
い
視
野
に
立
ち
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
わ
か

り
や
す
い
県
政
を
す
す
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
三
つ
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
か
全
国
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
す
ば
ら
し
い
ふ
る
さ
と

富
山
県
。
の
実
現
の
た
め
、

「日
本
の
パ
イ
オ
ニ
ア
県
」
、
「
幸
せ
に
生
き
る
富
山
県
」
、
「
世
界
に

聞
か
れ
貢
献
す
る
富
山
県
」
の
三
つ
の
目
標
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
県
づ
く
り
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
「
人
づ
く
り
」
、

「郷
土
づ
く
り
」
、
「
産
業
づ
く
り
」
の
三
つ
の
施
策
を
積
極
的
に
す
す
め
、
高
齢
者
の
方
々
な
ど

が
生
き
甲
斐
を
も

っ
て
く
ら
す
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
若
い
方
々
に
も
魅
力
の
あ
る
地
域
づ
く

り
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

1 

現
代
は
、
ま
さ
に
「
混
迷
と
激
動
の
時
代
」
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
グ
ロ

ー
バ
ル
に
考
え
、
ロ
ー
カ
ル
に
行
動
し
、
来
る
べ
き
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
県
づ
く
り
の
基
礎

を
固
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

愛
す
る
ふ
る
さ
と
富
山
県
が
、
文
字
ど
お
り
「
富
が
山
と
あ
る
県
」
、
そ
し
て
「
心
の
富
も
山

と
あ
る
県
」
と
な
る
よ
う
、
今
後
と
も
「
知
恵
と
汗
」
を
出
し
、

一
生
懸
命
頑
張

っ
て
ま
い
り

ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
の

一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。



一

ふれあいフェスティパJb

世界と触れ合いながら新しいまちづくり障害者に理解を深めたふれあいの時
まちのかおづくり国際シンポジウム・開催

ま
ち
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
環
境
な
ど
を
考
察
し
、
ま
ち
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
浮
き
彫
り
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
建
築
物
を
作
ろ
う
と
、
県
内
十
三
市
町
村
で
進
め
ら
れ
て
い
る

「ま
ち
の
か
お
づ
く
り
事
業
」
。
こ
の
事
業
の

一
環
で
、

事
業
を
担

当
す
る
国
内
外
の
建
築
家
を

一
堂
に
集
め
、

「
ま
ち
の
か
お
づ
く
り

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
九
月
十
六
、

一
七
日
の
両
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

初
日
は
、
事
業
の

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
で
あ
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
室
内
競
技
場
の
設
計
で
世
界
の
注
目
を
集
め
た
磯
崎

新
氏
に
よ
る
基
調
講
演
と
各
建
築
物
の
基
本
設
計
を
担
当
し
た
五

名
の
海
外
建
築
家
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、

デ
ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
に
入
り
、
「
建
築
は
世
界
の
共
通
語
」
、
「
世
界

的
に
有
名
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
異
文
化
の
交
流
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
も
の
」
な
ど
、

事
業
の
意
義
や
地
域
に
根
ざ
し
た
建
築
を
テ
ー

マ
に
国
際
的
な
視
点
か
ら
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一一
日
目
は
、
午
前
中
、
実
際
に
こ
の
事
業
で
整
備
さ
れ
た
J
R

小
杉
駅
南
口
の
パ
ス
発
着
所
、
公
衆
ト
イ
レ
と
滑
川
市
の
は
ま
な

す
公
園
ゲ
l
ト
、
展
望
路
を
見
学
し
た
後
、
午
後
か
ら
は
二
0
0
0

年
国
体
の
施
設
総
合
計
画
を
担
当
す
る
曽
根
幸

一
氏
ら
に
よ
る
基

調
講
演
や
「
建
築
会
議
I
N
と
や
ま
T
O
ネ
ク
ス
ト
」
と
題
し
た

県
内
建
築
家
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両

日
と
も
ま
ち
づ
く
り
や
都
市
、
建
築
に
関
心
を
持
つ

一
般
参
加
者

が
広
く
集
ま

り
、
新
し
い

発
想
や
視
点

に
触
れ
な
が

ら
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に

大
き
な
刺
激

を
感
じ
と

っ

て
い
ま
し
た
。

2 

r国連・樟害者の十年」記念ふれあいフェスティパル

今
年
で
最
終
年
を
迎
え
た
「
国
連

・
障
害
者
の
十
年
」
を
記
念

し
た
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
九
月
十
九
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で
富
山
県
こ
ど
も
み
ら
い
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
子
供
た
ち
が
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
互
い
に
交

流
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
す
。

二
十
日
と
二
十

一
日
に
プ
レ
イ
ホ

l
ル
で
行
わ
れ
た
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
養
護
施
設
の
生
徒
ら
が
、
日
本
舞
踊
や
パ
ン
ト

マ
イ
ム
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
日
頃
の
ク
ラ
ブ
活
動
等
の
成
果
を
披

露。

ま
た
、
会
場
の
観
客
も
参
加
し
た
ゲ
!
ム
な
ど
も
行
わ
れ
、

終
始
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、

障
害
児
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し

た
手
話

・
点
字
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

多
く
の
子
供
た
ち
が
指

導
を
う
け
な
が
ら
、
熱
心
に
簡
単
な
会
話
の
方
法
や
文
字
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

こ
の
他
、
県
内
の
養
護
施
設
な
ど
の
児
童
ら
の
力
作
や
福
祉
機

器
を

一
堂
に
展
示
し
た

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
人
々

の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

3 
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とやま都市MIRAI計画への導入路ノてイオテタロジーの秘めた無限の可能性を追求
富山北大橋・開通

富
山
市
の
神
通
川
に
架
か
る
県
道
綾
田
l

北
代
線
の
富
山
北
大

橋
が
完
成
し
、
九
月
二
十
八
日
現
地
で
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
橋
は
、
富
山
駅
北
地
区
へ
向
か
う
交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
た

め
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
総
工
費
約
六
十
二
億
円
を
か
け
て
造
ら

れ
ま
し
た
。
全
長
千
二
十
二
メ
ー
ト
ル
、
橋
の
二
ヵ
所
の
バ
ル
コ

ニ
ー
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ
ネ
ル
や
虹
色
の
光
の
シ
ャ
ワ
ー
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
照
明
灯
を
設
置
す
る
な
ど
景
観
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
片
側

一
車
線
で
開
通
し
、
将
来
は
二
車
線
に
広
げ
る

予
定
。

開
通
式
で
は
神
事
の
後
、
中
沖
知
事
、
正
橋
富
山
市
長
、
五
十

嵐
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
会
長
ら
が
テ
l
プ
カ

ッ
ト
、
く
す
玉
割

り
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
地
元
の
松
永
清
作
さ
ん

一
家
の
三

世
代
夫
婦
を
先
頭
に
富
山
工
業
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
近
く
の

保
育
園
児
、
県
、
市
、
地
元
関
係
者
ら
約
五

O
O人
が
渡
り
初
め

を
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

4 

県立大学生物工学研究センター・富山県パイオテクノロジーセンター・媛工

化
学
、
医
学
、
そ
し
て
現
在
で
は
食
品
の
分
野
に
ま
で
そ
の
技

術
が
応
用
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
。
県
内
の
バ

イ
オ

研
究
の
拠
点
施
設
と
し
て
県
が
建
設
を
進
め
て
い
た
「
県
立
大
学

生
物
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
、
併
設
の

「富
山
県
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー
セ

ン
タ
ー
」
が
こ
の
た
び
完
成
し
、
十
月
七
日
、

完
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
物
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

県
立
大
学
の
付
属
施
設
で
、
主

に
「
酵
素
化
学
工
学
」
な
ど
の
研
究
を
行
い
、
平
成
六
年
度
に
は

「生
体
触
媒
化
学
」
の
研
究
も
開
始
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
併
設
さ
れ
た
県
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、

生
物

工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
の
技
術
を
、
県
内
企
業
や
県
の
試

験
研
究
機
関
に
還
元
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
、
県
や
民

間
企
業
か
ら
の
研
究
員
の
受
け
入
れ
や
、
バ
イ
オ
に
関
す
る
情
報

収
集
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

総
工
費
は
十
八
億
四
千
万
円
。

微
生
物
培
養
、
遺
伝
子
工
学
、

分
析
化
学
、
酵
素
化
学
の
四
部

門
の
研
究
が
で
き
る
施
設
は
全

国
的
に
も
珍
し
く
、
最
先
端
の

設
備
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

5 
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「人間ーその内と外富山から世界へ・未来へ」

をテーマに、 7月10日華々しく開幕した「第 1回
ジャパンエキスポ富山'92Jは、大盛況のうちに80
日間の会期を終え、 9月27日閉幕しました。ジャ

パンエキスポ制度第 1号としての開催であったこ

とや、充実した出展内容が話題を呼び、好天に恵

まれた乙ともあって、会場は連日大にぎわい。総

入場者数は、当初の目標 150万人をはるかに上回

る236万人余を記録しました。

博覧会を支えた人たち、イベントに参加した人

たち、そして観客のみなさん一一、まさしく「県

民総参加」となったエキスポとやま博は、たくさ

んの出会いと感動を残しました。今回は 112万県

民が熱く燃えた80日聞を振り返ってみました。

富
山
、
か
沸
い
た
グ
全
園
、
か
注
目
し
た
グ

エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博

出
会
い
と
感
動
の
即
日
間

|
|
叩
万
人
の
感
動
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
|
|

会場は連日大賑わい。9
時30分の開場時間前から

入場を待つ人の列ができ

ました。駐車場もぎっし

り満車。

開幕からわずか4日目で入場者 F
数10万人を突破。ラッキーガー :

ルとなったのは、金沢市の得永
智恵さん問。

全国各地のお祭りや伝統芸

能を居ながらにして見られ

る「日本列島，3、るさとロマ

ンJ は大好評でした。

(7/18) 

紀宮様が0ET会場をご

覧になりました。

(7/26) 

‘、r ヘf。)
《〆、，、

1週間前から並んで、見事に入

場1番乗りを果たした神奈川県

の鵜殿明弘さん担1)。

秋篠宮ご夫妻のご臨席のもと、開会式

が行われました。 荻野目洋子さんがJ
ETテーマソング 「生命の詩」を歌い

華々しく開幕しました。(7/10)

エキスポ劇場でほ連日 「ふるさと万華鏡」が催され、各

市町村の個性あふれるイベントが来場者をもてなしまし

た。

6 7 



..JET劇場では人気テレビ番組
の公開収録も行われ、会場は立
売がでるほどの大盛況でした。
(8/1・8115)

八尾町のおわらや新湊市の曳山など、
会場は毎日がお祭り広場となりました。

最高気温カ1¥34.4度という猛暑にな
ったこの日、入場者数がついに100
万人を突破。100万人目は東京の細
川幹夫さん例。(8/15)

ワンちゃんの華麗なフリ
スピーショーや、自転車
を使ったアクロパットシ

ヨーなど、毎日が興奮
の連続でした。

(日11-8/20)

/~ 

ヰロ
おもしろベンチ
の上でひと休み。

ヤシの実ジ‘ユースちゃ
どんな昧?

/⑧ 
~ JL ~ 

開幕51日目に目標入場者数の
150万人を突磁しました。 150
万人目となったのは、金沢市
の大井寿子さん価。(8/29)

マリリン ・モンローのそっくりさんに、
会場からはため患が。(8/20)

「
国
際
子
供
音
楽
祭
」
で
は
、
世
界
B
か

国
の
子
ど
も
た
ち
が
、
か
わ
い
い
歌
声
を

聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

(
日
/
日
)

8 9 

⑨ 
JL 

夏休み最後の日曜日とな
ったこの目、入場者数は
会期中最高の69.300人に
達しました。(8/30)

薯い夏を吹き飛ばすよ
うなエキサイテイング
なrTースクエアJのラ
イブコンサート。観客
は総立ちになりました。
(8/31) 

[;J~j 
特集/エキスポとやま博l
出会いと感動の[[IJ日間 l



NHKの人気番組「にこ

にこぷんショー」の公開

収録が行われました。古

びつ子たちの体も思わず

動き出しました。

(9/11 ) 

モ二ユメント広場で

は下村の獅子舞や迫

力ある長崎の龍踊り

が舞われ、たくさん

の人垣ができました。

(日123)

「ワールドミユージ‘ック

フェスティパル」と題し

て、世界各国の陽気な音

楽が演奏されました。

(9/3-9/12) 

ヘJ、

八代壷紀さんが美しい歌声でヒット曲を次々

に披露し、観客を魅了しました。(日119)

エキスポ最終日となったこの日も、 5万人を

超える入場者で賑わいました。(9/27)

趣向を凝らした各

パピリオンは、家

族連れで賑わいま

した。

10 

ついに入場者数が200
万人を突破しました。

200万人目は岐阜県の

内島貞子さん(叩)。

(9/15) 

会場を一望できるタワー

も大人気でした。

閉会式では、来年度開催の長野・信州憎

の小林春男博覧会長に、ジャパンエキス

ポ旗が手護されました。

f
a
ti--E曹
且
.
.
 

る
達

+AV-
」

を
人

想
旧

予
剖

「
円

u

ま

部
数

E
者
る

。

場
回
た

入
上
し

終
に
ま

最
か
し

11 

や
最
し

事
が
ま

知
ち
り

沖

た

送

中

山

晃

で
富
を

前

ポ

者

ト
ス
場

一
キ
来

ゲ
工
の

面
ス
日
。

正
ミ
終
た

シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
前
で
「
蛍
の
光
」

を
大
合
唱
し
て
名
残
り
を
惜
し
ん
だ
後
、
正

面
ゲ
ー
ト
ま
で
最
後
の
パ
レ
ー
ド
を
し
て
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

3J~j 
特集/工キスポとやま博l
出会いと感動の[mJ日間 l
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⑧
一
魅
鰐
づ
く
り

吋糠~ ‘

... ~ 

句 . ~ 草加 .，J. 

" .--E 喰
ー もE

-・・ 川

山
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

-
警
察
本
部
庁
舎
の
建
設
着
工
、

暴
力
団
追
放

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
防
犯
対
策

を
進
め
る
と
と
も
に
、

防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
の
整
備
着
手
な
ど
、
防
災
対
策
に
も
努
め
ま

し
た
。

-
と
や
ま
環
境
計
画
の
策
定
、
全
国
初
の
と
や

ま
環
境
財
団
の
設
立
な
ど
、
地
域
環
境
の
保
全

対
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

臼
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

-
富
山
駅
前
市
街
地
再
開
発
事
業
の
竣
工
、
市

町
村
の
ま
ち
の
か
お
づ
く
り
事
業

へ
の
支
援、

夜
間
都
市
景
観
の
整
備
な
ど
、
個
性
豊
か
で
快

適
な
街
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

-
中
央
植
物
園
の
造
園
工
事
着
手
な
ど
、
植
物

公
園
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
を
進
め
た
ほ
か
、

新

グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ン
の
策
定
、

グ
リ
ー
ン
キ

l
ハ

ー
の
増
員
(四

一
六
人
)
、
学
校
緑
花
モ
デ
ル
事

業
の
創
設
な
ど
、
花
と
緑
の
県
づ
く
り
を
推
進

ー
し
土
品
1
し
れ
~
。

-
農
山
村
に
お
け
る
親
水
性
の
向
上
を
図
る
、

ふ
る
さ
と
水
ル
ネ
サ
ン
ス
構
想
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、

農
村
ふ
れ
あ
い
ロ

l
ド
の
整
備
な
ど
、

農
村
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

。
県
土
の
保
全
と
活
用

・
海
王
丸
パ

l
ク
の
整
備
等
、
日
本
海
ミ
ュ

l

ジ
ア
ム
構
想
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

新
湊
公

共
マ
リ

l
ナ
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
海
洋

・

沿
岸
域
の
活
用
を
図
り
ま
し
た
。

-
神
通
川
左
岸
流
域
下
水
道
の
整
備
着
手
、
農

村
下
水
道
の
整
備
な
ど
、
全
県
域
下
水
道
化
構

想
を
推
進
し
た
ほ
か
、

頼
成
の
森
森
林
科
学
館

の
開
館
な
ど
、

自
然
の
保
護
と
利
用
を
図
り
ま

し
た
。

凶
交
通
・
情
報
通
信
体
系
の
整
備

-
北
陸
新
幹
線
県
内
区
間
の
整
備
促
進
、
富
山

空
港
の
圏
内
新
規
路
線
(
札
幌
、
名
古
屋
)

の

開
設
、

東
海
北
陸
自
動
車
道
小
矢
部
・
砺
波
J

C
T
i
福
光

l
C
聞
の
供
用
開
始
等
高
速
道
路

網
の
建
設
促
進
な
ど
高
速

・
広
域
交
通
体
系
の

整
備
を
図
り
ま
し
た
。

-
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
を
図

る
情
報
工
房
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
通

信
衛
星
を
利
用
し
た
高
度
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

の
供
用
な
ど
、
地
域
の
情
報
化
を
推
進
し
ま
し

た
。

四
国
際
化
時
代
へ
の
対
応

・
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
と
の
友
好
県
州
の
締
結
、

ソ
連
沿
海
地
方

へ
の
友
好
訪
問
団
の
派
遣
な
ど
、

新
た
な
友
好
関
係
の
樹
立
を
図
る
と
と
も
に
、

「
ア
ジ
ア

N
O
W
」
の
開
催
な
ど
、
国
際
理
解

の
増
進
を
図
り
ま
し
た
。

。
平
成
3
年
度
事
業
の

主
な
動
き

①
一
明
録
バ
¥
り

川
健
康
・
福
祉
の
増
進

.
健
康
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
地
域
総

合
福
祉
活
動
グ
ル
ー
プ

の
活
動
支
援
(
一
五

一

グ
ル
ー
プ
)
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
な
ど
、

健
康
福
祉
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
し
た
。

-
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
や
県
営
プ

l
ル

の
着
工
等
体
育
施
設
の
整
備、

科
学
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
推
進
委
員
会
の
設
置
な
ど
、
県
民
の
ス
ポ

ー
ツ

・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
振
興
し
ま

し
た
。

-
県
立
中
央
病
院
の
建
設
を
引
き
続
き
推
進
す

る
と
と
も
に
、
奨
学
金
制
度
の
充
実
な
ど
、
看

護
婦
等
医
療
関
係
者
の
確
保
充
実
に
努
め
ま
し

た
。

-
「
ケ
ア
ボ
ー
ト
庄
川
」

な
ど
福
祉
施
設
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
へ
ル
パ

l
の

拡
充
(
四
五
六
人)、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
な
ど
、
在
宅
福
祉
対
策
の
充
実
を
図
り

⑧
一
活
豪
づ
く
り

川
新
世
紀
へ
の
産
業
展
開

-
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
変
更
計
画
の
策
定
、
総

合
情
報
セ
ン
タ
ー
の
整
備、

農
業
技
術
セ

ン
タ

ー
バ
イ
オ
等
新
研
究
棟
の
整
備
着
手
な
ど
、
技

術
・
頭
脳
立
県
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

-
遼
寧
省
投
資
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、
ポ
ー
ト
セ

ー
ル
ス
事
業
の
実
施
、
外
国
人
研
修
生
受
入
れ

へ
の
支
援
な
ど
、
国
際
経
済
交
流
の
推
進
を
図

り
ま
し
た
。

日
農
林
水
産
業
の
振
興

-
集
落
営
農
体
制
づ
く
り
、
中
核
農
家
の
育
成

な
ど
、
地
域
農
業
の
確
立
を
図
っ
た
ほ
か
、

婦

人
農
業
士
制
度
の
創
設
、
農
業
の
新
規
担
い
手

確
保
対
策
検
討
会
の
設
置
な
ど
、
担
い
手
確
保

対
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

.
米
の
新
品
種

「越
の
華
」
の
普
及
推
進
、

と

や
ま
肉
牛
の
繁
殖
基
盤
の
整
備
な
ど
特
産
王
国

づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

-
木
材
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
な
ど
、

林
業
の
活
性
化
を
図

っ
た
ほ
か
、
栽
培
漁
業
セ

宇
品
?
し
れ
~
。

臼
生
涯
学
習
の
推
進

-
県
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
生
涯
学
習
情

報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成
、
義
務
教
育
に

お
け
る
四
十
入
学
級
の
実
現
、
高
校
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス

の
建
設
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

の
整
備
な
ど
、

生
涯
に
わ
た
る
教
育
環
境
の
充

実
に
努
め
ま
し
た
。

川
口
科
学
・
文
化
の
振
興

-
県
立
大
学
の
生
物
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー

の
整

備
を
進
め
た
ほ
か
、

科
学
技
術
プ
ラ
ン

の
策
定
、

科
学
的
・
創
造
的
体
験
モ
デ
ル
コ
ー
ス

の
整
備

計
画
策
定
な
ど
、
科
学
技
術
の
振
興
を
図
り
ま

し
た
。

-
立
山
博
物
館
が
開
館
し
た
ほ
か
、

国
民
文
化

祭
の
平
成
八
年
度
本
県
開
催
の
内
定
、

文
化
プ

ラ
ン

の
策
定
調
査
の
推
進
な
ど
、
文
化
の
振
興

に
努
め
ま
し
た
。

凶
若
者
と
女
性
の
力
を
社
会
に

-
国
際
青
年
の
村
の
開
催
準
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、

と
や
ま
若
者
二
十
一
世
紀
懇
話
会
の
設

置
な
ど
若
者
関
係
施
策
の
総
合
調
整
体
制
の
整

備
を
図
り
、

若
者
対
策
を
積
極
的
に
進
め
ま
し

た
。

-
と
や
ま
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
基
礎

的
調
査
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

新
と
や
ま
女

性
.
フ
ラ
ン
を
策
定
す
る
な
ど
、
女
性
の
活
躍
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

町
長
寿
・
余
暇
社
会
へ
の
対
応

-
高
齢
者
の
保
健
福
祉
対
策
の
向
上
を
目
指
す

地
域
福
祉
基
金
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
ゆ
と

り
創
造
ウ
ィ
ー
ク
の
実
施
、
余
暇
ビ
ジ
ョ
ン

の

策
定
調
査
の
推
進
な
ど
、
長
寿

・
余
暇
社
会
へ

の
対
応
を
図
り
ま
し
た
。

14 

ン
タ

l
施
設
の
拡
充
な
ど
、

つ
く
り
育
て
る
漁

業
の
振
興
に
努
め
ま
し
た
。

ω工
業
の
振
興

・
富
山
八
尾
中
核
工
業
団
地
の
拡
張
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、

小
矢
部
南
部
丘
陵
企
業
団
地
開

発
基
本
構
想
の
策
定
、
県
東
部
企
業
団
地
適
地

調
査
の
実
施
な
ど
、
産
業
立
地
基
盤
の
整
備
を

図
り
ま
し
た
。

-
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
、
高
度
化
資
金

の
大
幅
増
額
、

高
齢
者
等
就
業
促
進
資
金
の
創

設
な
ど
中
小
企
業
対
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

何
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興

-
商
庖
街
に
お
け
る
商
業
基
盤
施
設
や
透
明
シ

ャ
ッ

タ
ー
等
の
整
備
に
対
し
て
助
成
す
る
と
と

も
に
、

中
小
商
業
活
性
化
基
金
の
増
額
を
図
る

な
ど
、
商
業
の
振
興
を
図
り
ま
し
た
。

-
い
き
い
き
富
山
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
引
き

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

い
き
い
き
富
山
観

光
道
場
の
開
催
や
、

富
山
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

の
開
館
な
ど
、
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

を
図
り
ま
し
た
。

-

「
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
幻
」
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
の
派
遣
、
銀
座
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

の
実
施、

「
地
方
の
時
代
映
像
祭
i
n
富
山
」

の
開
催
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト

・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

日
雇
用
と
勤
労
者
福
祉

-
県
人
材
確
保
対
策
本
部
を
中
心
と
し
て
、

県

内
産
業
紹
介
ビ
デ
オ
の
作
成
、

U
タ
l
ン
ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク
の
配
布
な
ど
、

U
タ
ー
ン
対
策
の
推

進
に
努
め
ま
し
た
。

-
ゆ
と
り
推
進
県
民
会
議
を
設
置
し
、
労
働
時

間
短
縮
を
進
め
た
ほ
か
、

富
山
技
能
開
発
セ
ン

タ
ー
の
整
備
を
促
進
し
ま
し
た
。
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河川開発課
富山県は大小約300の河川を擁する全

国有数の河川県であり、しかも急流荒廃

河川が多く、その歴史は洪水との闘いの

歴史であったといっても過言ではありま

せん。 一方、ニうした多くの河川、豊か

な水に恵まれた今日の県土は、県民共有

の財産であり、大きな誇りでもあります。

河川開発課では、生命の源ともいえるこ

の 貴重な水資源を総合的に活用する河川

開発事業を通じ、県土保全と県民の生命、

財産を水害から守りながら、美しい潤い

のある県土づくりに取り組んでいます。

い
/
与
え
、
さ
ら
に
は

い

魚
類
や
水
生
植
物

芯

等
に
適
し
た
河
川

断
ぉ

環
境
の
形
成
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
河
川
開
発
事
業
に
つ
い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
た

め
上
平
村
に
建
設
中
の
境
川
ダ
ム
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
境
川
ダ
ム
は
富
山
県
と
岐
阜
県
の
県
境
に
位
置
し
、
境
川、

庄
川
の
洪
水
被
害
の
防
除
を
は
じ
め
、
射
水
地
区
の
農
地
に
対

す
る
か
ん
が
い
用
水
、
県
西
部
へ
の
水
道
用
水
、
工
業
用
水
、

県
内
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
井
波
町
へ
の
消
流
雪
用
水
の
供

給
及
び
発
電
を
目
的
と
す
る
県
内
で
は
最
大
規
模
の
多
目
的
ダ

ム
で
す
。
堤
高

二

五

m
、
総
貯
水
容
量
五
、
九
九

O
万
耐
は
発

電
専
用
の
有
峰
ダ
ム
、
黒
部
ダ
ム
に
次
ぐ
も
の
で
す
。
特
に
消

流
雪
用
水
の
開
発
は
全
国
で
初
め
て
境
川
ダ
ム
で
実
現
し
た
も

の
で
、
他
に
七
ダ
ム
で
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
富
山
県
の
河
川

総
合
開
発
事
業
を
特
徴
づ
け
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十

一
年
度
に

着
工
さ
れ
、
来
年
度
に
は
完
成
予
定
で
す
。
こ
の
十
二
月
に
は

い
よ
い
よ
湛
水
試
験
が
始
ま
る
と
の
こ
と
で
、
私
が
お
じ
ゃ
ま

し
た
と
き
は
最
後
の
仕
上
げ
に
向
け
て
の
作
業
が
忙
し
そ
う
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
図
面
と
実
物
を
比
べ
な
が
ら
ダ
ム
の
構

造
や
工
法
、
完
成
後
の
姿
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
想
像
以
上
に
規
模
が
大
き
か

っ
た
の
に
は

驚
き
ま
し
た
。

一
)
}
お
い
の
あ
}
水
辺
環
境
の
形
成

ダ
ム
の
建
設
に
よ

っ
て
で
き
る
水
と
緑
に
固
ま
れ
た
潤
い
の

あ
る
広
大
な
環
境
は
、
私
た
ち
の
余
暇
需
要
の
増
大
、
自
然
志

向
と
も
相
ま

っ
て
、
新
し
い
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ

ツ

ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
ダ
ム
の
建
設
に
あ

た

っ
て
は
、
こ
の
環
境
を

生
か
す
べ
く
ダ
ム
周
辺
環

境
整
備
事
業
や
地
元
市
町

村
に
よ
る
特
色
あ
る
整
備

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
朝

日
小
川
ダ
ム
で
は
ハ

l
ブ

園
が
完
成
し
た
ほ
か
、
境

川
ダ
ム
で
は
、
直
径
約
二

回
に
も
お
よ
ぶ
ダ
ム
湖
を

活
か
し
て
大
学
の
漕
艇
部

の
合
宿
な
ど
に
使
え
る
漕

一
戸
ん
の
分
類

Y
機
能

17 

ダ
ム
は
大
き
く
発
電
専
用
ダ
ム
、
農
業
用
ダ
ム
、
治
水
ダ
ム

多
目
的
ダ
ム
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
県
内
の
河
川
に
は
流

域
の
地
理
的
な
特
性
に
応
じ
て
多
く
の
ダ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い

こ
の
う
ち
河
川
開
発
課
で
は
治
水
ダ
ム
と
多
目
的
ダ

ま
す
が
、

ム
の
建
設
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
多
目
的
ダ
ム
十

一
ダ
ム
、
治
水
ダ
ム

一
ダ
ム
が
完
成
し
た
ほ
か
、

さ
ら
に
現
在

ニ
ダ

は
水
需
要
の
増
大
な
ど
に
対
応
し
て
五
ダ
ム
が
建
設
中
、

ム
が
実
施
計
画
調
査
中
に
な

っ
て
い

ま
す
。

日
本
の
河
川
は
、
水
量
の
豊
富
な
時
期
と
渇
水
期
の
流
量
の

差
が
大
き
く
、
渇
水
期
に
は
川
ら
し
く
な
い

川
が
多
い
そ
う
で

す
が
、
ダ
ム
は
こ
う
し
た
渇
水
期
の
流
量
を
補
給
し
水
量
を
安

定
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、

私
た
ち
の
水
の
安
定
利
用
の
確
保
と
同
時
に
、
高
い

提
防
や
大
き
な
川
幅
の
必
要
性
の
低
下
に
よ
り
、
私
た
ち
と
河

川
の
結
び
付
き
を
強
め
、
河
川
の
景
観
に
も
好
ま
し
い
影
響
を、

¥

16 

(富山県のダム事業位置図)

羽

川

内

川

哨

艇
場
が
、
八
月
に
完
成
し
た
黒
部
市
の
布
施
川
ダ
ム
で
は
子
供
た

ち
の
野
外
学
習
の
拠
点
施
設
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
こ
う
し
た
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
の
整
備
に
加

え
、
ダ
ム
建
設
に
伴
う
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
な
ど
、
ダ
ム
建

設
は
山
間
地
域
へ
の
大
規
模
な
投
資
に
よ
っ
て
、

山
間
地
域
の

振
興
や
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
貢
献
す
る
側
面
が
大
き
い

こ

と
も
見
逃
せ
な
い
こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
境
川
ダ
ム
を
案
内
し
て
い

た
だ
い
て
と
て

も
印
象
的
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
ダ
ム
建
設
前
ま
で

こ
こ
に
集
落
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
記
念
碑
で
し
た
。
十
月
四

日
に
は
か
つ
て
の
住
民
の
方
々
も
集
ま
り
、
ダ
ム
完
成
を
祝
う

湖
底
ま
つ
り
が
聞
か
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
深
い
緑
に
固

ま
れ
て
静
か
に
件
む
ダ
ム

の
湖
底
に
、
廃
村
に
な

っ
た
集
落
の

長
い
生
活
の
歴
史
が
眠
り
続
け
る
こ
と
に
私
も
と
て
も
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

。

私
た
ち
は
、
災
害
が
起
こ
っ
て
初
め
て
そ
の
原
因
や
対
策
を

意
識
し
ま
す
が
、
日
常
、
水
害
が
起
こ
ら
な
い
状
態
で
は
、
そ

れ
が
地
道
に
進
め
ら
れ
て
き
た
ダ
ム
建
設
事
業

の
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と

は
な
か
な
か
少
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ダ
ム
の
全
容
を
目
前

に
し
、
そ
の
巨
大
な
姿
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、

長
い
年
月
に
わ
た
り
建
設
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
多
く
の
方
々
の
努
力
や
厳
し
い
自
然
環
境
を

克
服
し
て
い
く
人
聞
の
知
恵
に
と
て
も
感
鉛
を

受
け
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
水
を
貯
え
た
完
成

後
の
雄
大
な
境
川
ダ
ム
の
姿
を
想
像
し
な
が
ら
、

新
緑
の
春
に
も
是
非
も
う

一
度
訪
れ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。



手
ひ
ね
り
で
湯
呑
み
茶
碗
を
つ
く
る

V

こ
こ
で
焼
き
物
の
商
売
を
始
め
た
ん
で

す
よ
U

お
父
さ
ん
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ

な
人
か
ら
指
導
を
受
け
、
自
ら
も
新
し

い
技
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
独
自
の
作

風
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
松
村
さ
ん
の

作
品
は
、
斬
新
だ
が
あ
た
た
か
み
も
感

じ
ら
れ
る
。

身
近
で
愛
さ
れ
る
焼
き
物
で
す

福
光
焼
松
村
栄
吉
さ
ん

「
私
は
陶
芸
家
と
い
う
よ
り
も
焼
き
物
屋
と
い
う
感
じ
で

す
か
ね
。
使
い
や
す
さ
を
第
一
に
考
え
て
い
ま
す
日
と
語
る

の
は
、
福
光
焼
と
呼
ば
れ
る
陶
器
を
作
っ
て
い
る
松
村
栄
吉

さ
ん
。

松
村
さ
ん
の
作
品
は
、
茶
碗
や
き
ゅ
う
す
、
皿
な
ど
を
は

じ
め
と
し
て
日
常
使
用
さ
れ
る
生
活
用
品
が
多
い
の
が
特
徴

で
あ
る
。
ま
た
作
り
方
も
、
ろ
く
ろ
や
手
ひ
ね
り
、
型
物
な

ど
い
ろ
い
ろ
。
絵
付
も
自
由
な
感
覚
で
施
さ
れ
て
い
る
。

「
福
光
焼
は
美
濃
焼
に
似
て
い
る
ん
で
す
U

福
光
焼
は
、

松
村
さ
ん
の
お
父
さ
ん
で
あ
る
秀
次
郎
さ
ん
が
、
自
宅
に
釜

を
築
き
、
岐
車
県
の
多
治
見
の
陶
器
学
校
に
勤
め
て
い
た
こ

ろ
見
覚
え
た
技
を
生
か
し
て
、
陶
器
作
り
を
試
み
た

の
が
始

ま
り
だ
そ
う
だ
。
「
戦
後
ま
も
な
く
町
の
人
の
勧
め
も
あ
っ
て

〆
「
古
く
か
ら
伝
わ
る
熱
送
太
鼓
は
『
分
か
る
人
が
少
な
く
な

っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
若
い
人
に
も
親
し
め
る
よ
う

な
新
し
い
太
鼓
蝉
子
が
あ
れ
ば
と
思
っ
た
ん
で
す
U

と
、
送

熱
太
鼓
楓
組
の
代
表
の
林
敏
三
さ
ん
。
昨
年
の
十
月
に
も
ち

つ
き
太
鼓
保
存
会
の
若
者
五
人
で
新
し
い
太
鼓
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
っ
た
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
子
供
か
ら
青
年
ま
で
四
十

人
ほ
ど
。
四
つ
の
組
に
『
分
か
れ
て
、
週
三
回
練
習
し
て
い
る

そ
う
だ
。

「
新
し
く

『
太
鼓
蝉
子
練
り
打
ち
』
と
い
う
曲
を
作
っ
た

ん
で
す
U

今
年
の
ね
つ
お
く
り
七
夕
祭
り
で
は
、
こ
の
太
鼓

の
音
を
鳴
り
響
か
せ
な
が
ら
街
中
を
練
り
歩
き
、
祭
り
を
大

今
年
の
七
夕
祭
り
で
あ
ざ
や
か
な

‘
パ
チ
さ
ば
き
を
披
露

い
に
盛
り
上
げ
た
そ
う
で
あ

る
。
将
来
は
、
こ
の
祭
り
を

青
森
の
ね
ぶ
た
祭
り
の
よ
う

に
す
る
の
が
夢
だ
そ
う
だ
。

「
福
光
を
太
鼓
の
メ
ッ
カ

に
し
た
い
ん
で
す
。
町
内
外

を
問
わ
ず
太
鼓
の
好
き
な
若

い
人
は
ど
ん
ど
ん
入
会
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
U

福
光
の
代

名
詞
が
ま
た
一
つ
増
え
る
日

も
近
い
よ
う
で
あ
る
。

プ
ロ
野
球
の
陰
の
主
役
で
す

福
光
バ
ッ
ト

い
福
光
町
の
木
製
パ
ッ
ト
生
産
の
全
国
シ
ェ
ア
は
六
十
パ

l

瀧
セ
ン
ト
。
プ
ロ
野
球
の
選
手
が
使
う
パ
ッ
ト
の
大
半
が
こ
こ

占
M初

福
光
で
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
現
在
六
社
あ
る
パ
ッ
ト
エ

酬
場
の
ひ
と
つ
を
訪
ね
て
み
た
。

上

「
こ
こ
で
は
、

日
本
で
プ
ロ
野
球
が
は
じ
ま
っ
た
頃
か
ら

ず
っ
と
バ
ッ
卜
が
作
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
U

と
、
波
多
製
作

所
の
波
多
登
志
弘
さ
ん
。
福
光
で
バ
ッ
ト
作
り
が
盛
ん
に
な

っ
た
の
は
、
庄
川
流
域
で

『
ト
ネ
リ
コ
』
と
い
う
バ
ッ
ト
に

適
し
た
硬
い
材
質
の
木

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い

う
。
現
在
は
、
主
に
北

海
道
産
の
ア
オ
タ
モ
と

い
う
木
が
使
わ
れ
て
い

る
そ
う
だ
。

「
う
ち
で
作
っ
た
も

松
村
さ
ん
は
、
陶
芸
教
室
を
聞
い
た
り
、
小
、
中
学
校
な

ど
へ
出
張
指
導
も
し
て
い
る
そ
う
だ
。
「
み
ん
な
自
介
で
作
る

の
が
楽
し
い
ん
で
す
よ
U

福
光
焼
は
、
地
域
の
人
々
の
焼
き

物
に
対
す
る
関
心
を
大
い
に
高
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

太
鼓
の
音
に
、む
は
ず
む

福
光
送
熱
太
鼓

福
光
に
は
熱
送
太
鼓
、

も
ち
つ
き
太
鼓
の
二
つ
の

有
名
な
太
鼓
曜
子
が
あ
る

が
、
最
近
、
「
送
熱
太
鼓
」

と
い
う
ど
ん
な
人
で
も
親

し
め
る
新
し
い
太
鼓
嚇
子

が
作
ら
れ
た
。
吹
¥

の
を
使
っ
て
い

る
一
流
選
手
は
、
巨
人
の
駒
田
選
手
、
ヤ
ク

ル
ト
の
広
沢
選
手
、
広
島
の
江
藤
選
手
、
大
洋
レ
イ
ノ
ル
ズ

選
手
:
:
:
」
挙
げ
て
い
た
ら
き
り
が
な
い
。
二
軍
の
選
手
ま

で
入
れ
る
と
百
五
十
人
ぐ
ら
い
の
バ

ッ
ト
を
作
っ
て
い
る
そ

う
だ
。
現
在
、
こ
の
工
場
で
は
四
人
の
職
人
さ
ん
が
プ
口
の

パ
ッ
卜
を
製
作
し
て
い
る
。

プ
口
の
パ
ッ
卜
を
削
れ
る

よ
う
に
な
る
ま
で
最
低
五

年
、
選
手
の
気
持
ち
が
-
分

か
る
よ
う
に
な
る
に
は
十

年
以
上
か
か
る
と
い
う
。

「
選
手
の
気
合
い
を
読
み

取
っ
て
、
望
み
ど
お
り
の

バ
ッ
卜
を
つ

く
る
の
が
職

人
の
技
で
す
ね
U

日
本
の

プ
ロ
野
球
が
一
}
れ
ほ
ど
盛

ん
に
な
っ
た
の
は
、
福
光

の
バ
ッ
卜
職
人
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
。

企プロ野球選手のパット
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福
光
町
の
概
要

一人口
一
面
積

当
地
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
世
界
的
版
画
家
、
棟
方

志
功
の
作
品
を
展
示
し
た
愛
染
苑
や
光
徳
寺
が
あ
る
。

生
産
日
本
一
の
木
製
バ
ッ
ト
や
日
石
の
盃
は
有
名
。

』

F

波
多
登
志
弘
さ
ん

_._ 
J、ーー

?七
七一
四-

km'人

県九
人月
口一
統日
計現
間在
査
よ

、、-〆



平
成
四
年
度

手
田
山
湾
の
歴
史
」

天
然
の
い
け
す
と
言
わ
れ
る
富
山
湾
の
歴
史
や
地
形

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

場期

所間

入
場
料

内

容

富
山
間
ωφ
白山由

8
8
m凶
包
∞

ueo扱
|

|
圃

の
ω
o
q
d
∞unωgnω
危
@

「
富
山
県
小
売
商
業
支
援
セ
ン
タ
ー
(
愛
称
リ
テ

ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
)」は
、
県
内
の
中
小
小

売
商
業
者
の
方
々
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
、
売
れ

筋
商
昂
情
報
や
ビ
デ
オ
・
衛
星
放
送
に
よ
る
繁
盛
庖
情

報
や
業
界
ト
レ
ン
ド
情
報
の
提
供
等
の
他
、
展
示
会

・

講
習
会
の
開
催
情
報
や
商
庖
街
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
等
の
立
地
情
報
も
提
供
し
ま
す
。

窓
口
で
の
対
応
の
他
、
電
話
や
F
A
X
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
小
小
売
商
業
の
経
営

者
、
管
理
者
、
販
売
員
等
を
対
象
と
し
て
、
接
客
技
術
、

陳
列
技
術
等
の
実
務
知
識
、
先
進
事
例
及
び
中
小
小
売

商
業
に
係
る
諸
施
策
等
に
関
す
る
研
修
も
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、

富
山
県
小
売
商
業
支
援
セ
ン
タ
ー

(
岱

0
7
6
4
・
判
・
5
6
0
3
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
屈
で
は
¥

Standard (傑準)確かな筏術。きめ細かな対

応など、お客さまに鑓供するサ ピスの種別 ・内容を明
確に表示。その実施をお約束レます。

Safety (安全)まかせて安心。万一事政が発生
した場合、事故賠償基準に基づき、お容さまには速やか
に円滑な控室害賠償がおこなわれます。

Sanitation (衛生)美しく清潔に。厳しい管理

基準に従い、営業施設の維持 ・管理をおこない、お容さま
に気持のよいサービスをお約束します。

機準営業約軟制度についての詳しい内容などのご照会につい
ては、全国環境衛生営業指導セ ンタ ー(電話03-3351-2381) 
または富山県環境衛生営業指導セ ンタ ー(電話0764-42-0285)
へお問い合わせ ください。
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問
月
刊
日
制
j

ロ
月
日
日
附

富
山
県
公
文
書
館
展
示
ホ
ー
ル

(
富
山
市
茶
屋
町
お
の

2
)

無

料
。
富
山
湾
の
地
形

O
交
通
と
港
湾
|
沿
岸
航
路

(
伏
木
港
・
富
山
港
・

富
山
新
港
)

0
沿
岸
漁
業

O
漁
業
信
仰
i

え
び
す
神
i

o
富
山
湾
の
災
害

※
な
お
詳
し
く
は

富
山
県
公
文
書
館

(
岱

0
7
6
4
・

-
M
・
4
0
5
0
)

ぎ
」
の
マ
ー
ク
の

-咽・・『
.
J

・圃
庖・・aE
・・3
庖-

¥
i
71
1
14
活

圃

-
a
-
-
F¥凶
‘
.

.

.

 

n
'
A川

i
d司
、

園

圃

ト
I
J7
/

圃
ク

・EV--¥
a・
司

/

/

-

-

『
J
r
1
1り
/

圃
ン

-
-
L
LM白
・

容

司

/
6
v
.
容

室

「

i
ぃJ
v
n圃
-一

圃
・
・
・
・
圃

i

“.，〆‘.，
f

園

田

ヴ

/』
¥
¥

圃
一

時

1
己

理
Z

‘，t美

rい川
川
]
列

3
つの
S
を
お
約
束
し
ま
す
。

圏「富山県住みよい家づ‘くり資金融資」
県では、県内に自ら居住するために、 住宅を新築、購入又

は改良される方に対して、低利で資金 を融資してい ます。

また、雪に強い住宅及び長寿社会対応住宅を建築される場

合には、さ らに、 低利な利率で融資を受ける ことができま す。

(1 ) 融資限度額及び償還期間

(ア)新築 ・購入 320万円 (20年以内)

(イ)中古・改良 200万円 (10年以内)

(※いずれも、公庫資金の1/2以内に限る。)

(2) 融資利率 〈一般〉 年5.4/'¥一セ ント

〈特則ば年4 . 4/ ~ζ セ ン ド
※ 申込みは、平成~5生:..2 月 26吉隆1i で各を融機関の窓 口に て

受付けています'0

圏「官1 届自宮細部白盗企融園出宋1変一也Ji回収↑守貝z融資」
県では、新たに!自ら居住する家 を建 てるた め口〔県又は住

宅供給公社が造成した宅地を購穴守品作る方に対し て、低利で

資金を融資して い ます。融資を受けられる宅地及び融資の内

容については、次ので おりです。

(1) 融資対象住宅

太閤山団地(小杉町 )・金戸団地 (城端町 )・ 月岡西緑町団地

(富山市)・ 蔵本新団地 (立山町 )・森尻団地 (上市町)

(2) 融資限度額 250万円

(3) 融資利率 年5.4パーセン卜

(4) 償還期間 20年以内

※申込みは、平成5年 2月26日(針 まで各金融機 関の窓 口にて

受付けてい ます。

なお、いずれも詳細については下記 まで。

叩
局
叩
岡
田
歩
③
阿
川
圏
内
ぴ
守
母
、

mwa姐
窃
包
固
守
す③

県
民
の
み
な
さ
ま
に
税
を
よ
り
一
層
身
近
な
も
の
と
し

て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
日
月
刊
日
嗣
か
ら
げ
日

ωま

で
の
期
間
中
、
県
内
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
を
利
用
し
、
税
に
つ
い
て
親
し
み
を
も
っ
て

考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

貴
女
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
か
い
き
て
い
る
貴
女

宮0764 ・ 32 ・ 5132 ~代)

宮 0764・44・3355(直)
-富山県住宅供給公社

.県庁建築住宅課

-・Eヨ罰軍習環IR開官軍・・
県税についての相談や苦情があ りましたら、 お気軽に

下記の県税事務所までご連絡下さい。

事務所等 所 在 地

富山県税事務所 富山市舟橋北町ト11ft(0764)4卜2551

自動車税センター 富山市新庄町馬場39-6ft (0764) 24-9211 

高岡県税事務所 高岡市赤祖 父 211ft(0766)2ト9411

魚津県税事務所 魚津市新宿 10-7ft(0765)24-5311 

砺波県税事務所 砺波市幸町 1-7 ft(0763)33-5151 

富山県総務部勝課 富山市新総曲輪卜7ft(0764)3卜4111

Sマークは、厚生大臣認可の標準営業約款制度に

従って営業しているお后の表示です。このSマ クを

后頭に掲げているお后なら、全国どこでも約款に定

められた基準以上のサービスが保証されています。

富
山
県
情
報
工
房

『ワ
2
7ロ
で
書
〈
童
話
』
教
室
・

受
講
生
募
集

自
作
童
話
を
ワ
ー
プ

ロ
で

仕
上
げ
て
み
ま
す
。

女国の税金は税務署へ

市町村の税金は市役所または町村役場へ

-・・亙冨図画E園・・
県内の銀行、信用金庫、農協、漁協、信用組合

又は県税事務所で納めてください。

さ
し
絵
入
り
の
童
話
本
に

什
月
お
日
側
、
お
国
側
、

幻
日
制
の
3
日
問
、

9
時

犯
『
分
か
ら
ロ
時
ま
で

富
山
市
高
田
山

富
山
県
情
報
工
房

・
対
象
一
般

-
定
員
同
名

(
申
し
込
み
順
)

・
受
講
料

無

料

-
申
し
込
み
先
富
山
県
情
報
工
一
房

(8
0
7
6
4
・
判
・

7
8
8
7
)

-
日
時

-
場
所
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(三)

新
旅
券
の
サ
イ
ズ

新
旅
券
の
サ
イ
ズ
は
、
縦
ロ
・

5
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
横

8
・
8
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
こ
れ
ま
で
の
旅
券
の
約
%
程
度
(
ワ

イ
シ
ャ
ツ
の
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
)
の
大

き
さ
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
旅
券
申
請

手
続
き
に
つ
い
て

申
請
書

(四)

手
数
料

日
月

1
日
以
降
申
請
『
分
か
ら
一
般
旅
券

の
現
行
八
千
円
が
一
万
円
(
収
入
印
紙
八

千
円
、
都
道
府
県
収
入
証
紙
二
千
円
)
に

な
る
な
ど
手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

くれ
なま 11
りす月
ま λ 1
す現日
J 行の

の申
申請
言青カ、

書ら
は様;
使式
用が
で一
き幸庁
なさ

(司

(五)

そ
の
他

既
に
取
得
さ
れ
て
い
る
一
般
旅
券
は
有

効
期
間
満
了
日
ま
で
有
効
で
す
か
ら
、
特

別
の
理
由
が
あ
る
場
合
以
外
は
新
旅
券
へ

の
切
り
替
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
富
山
県
旅
券

セ
ン
タ
ー

(8
0
7
6
4
・何・

4
5
8
1
)

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

写
真

提
出
用
写
真
は
、
縦
何
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

横
お
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の

1
枚
(
再
発

給
申
請
は

2
枚
)
で
す
。

写
真
の
要
件
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
厳
格

に
な
り
ま
す
。

(単位 :mm) 

写
真
σ〉
撮
云{ノ

27土21規
キ各

申請者 (請求者)本人のみが撮影されたもの

提出の目前6か月以内に撮影されたもの

縁なしで上記図画面の各寸法をみた したもの

(顔の寸法は頭頂ー(髪を含む。)から顎まで)

無帽で正面を向いたもの

背景(影を含む。)かないもの

7:f::2 

1

2

3

 

4

5

 

-
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

特別企画展

「斧の文化」 ・開催
県内外の遺跡から出土した、斧とそれに

関連する資料を展示し、斧が人々の生活の

中で果たした役割について考え ます。

閏/平成4年10月27日側から

11月28日出まで

・休館日/会期中休館日なし

・入館料/無料

※詳しくは、富山県埋蔵文化財センタ ーへ

ft(0764・34・2814)

PFVi 
丸 J 磨製石斧

一縄文時代ー

(朝日町境 A遺跡)

-期

エキスポとやま博記念委員会

まちのかおづくり国際シンポジウム (-17日)

流杉老人ホーム「敬老の日」慰安激励会

9月16日

国際交流のつどい(-20日)

アジア伝統医学サミッ卜 (-22日)

「国連・障害者の十年」記念ふれあいフェステ

イ/りレ

平成4年度全国老人福祉施設大会

第1回ジャパンエキスポ富山'92閉会式

富山北大橋開通式

富山イ ノベーションパーク竣工式

\ ヰ:~ '1山イノベーショ、'J\~
← 1ι::_l.lJ: 

9月19日
9月20日

9月24日
9月27日
9月28B
9月29日

「。、
ト
マ
/
/
2
.
逗
定

ノ
ヲ
v

、

l
3こ
」
恒

M

富
山
県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
日
月
U
日
出
か
ら
ロ
月
お
日
附
ま
で
、
「
パ
ナ
マ
レ
ン
コ
」

展
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ナ
マ
レ
ン
コ
は
、
側
年
ベ
ル
ギ
ー
に
生
ま
れ
た
、
現
代
ヨ
ー
ロ

ッ

パ
を
代
表
す
る
造
形
作
家
の

1
人
で
す
。
初
期
に
は
デ

ュ
シ
ャ
ン
や
ボ
イ
ス
の
影
響
を
受

け、

附
年
代
後
半
よ
り
、
彼
の
名
前
を

一
躍
有
名
に
し
た
「
飛
べ
な

い
飛
行
船
」
を
制
作

し
始
め
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
「
飛
行
機
」
「
飛
行
船
」
な
ど
を
含
む
オ
ブ
ジ

ェ
作

品
約
印
点
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
作
品
約

ω点
を
展
示
し
、
現
代
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
イ

ン
チ
に
も
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
パ
ナ
マ
レ
ン
コ
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

-
観
覧
料
一
般
例
円
、
高
校

・
大
学
生
側
円
、
小
・
中
学
生
孤
円

-
休
館
日
毎
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
(
祝
日
が
月
曜
日
の
と
き
は
火
曜
日
)

詳
し
く
は
、
富
山
県
立
近
代
美
術
館

(8
0
7
6
4
・
引
・

7
1
1
1
)
ま
で
お
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

視

コ聴

ン覚 関園禽開

ク 自 山
作 県

ル教

材

学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
場
で

活
用
で
き
る
、
視
聴
覚
自
作
教
材

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

映
画
・
ビ
デ
オ
・
ス
ラ
イ
ド

・
O
H
P
・
紙
芝
居
ほ
か

富
山
県
の
教
育
、
文
化
、
自
然
を
内
容
と
し
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
場

で
活
用
で
き
る
も
の

一
作
品

5
『分

j
m分

ア
マ
チ
ュ
ア
の
個
人
及
び
グ
ル
ー
プ

県
民
カ
レ

ッ
ジ
、
市
町
村
教
育
委
員
会
・
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
等
に
あ
る

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
品
と
一
緒
に
県
民
カ
レ

ッ
ジ
へ

平
成

4
年
ロ
月

1
日
l
ロ
月
呂
田

県
民
カ
レ
ッ
ジ
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

-
教
材
の
種
類容

• 
内

-
時

間

・
応

募

資

格

・
応

募

方

法

-

応

募

期

間

・

問

合

せ

宮

0
7
6
4
・
立

・
6
4
2
0

け
月

1
日
以
降
申
請
の
『
分
か
ら
機
械
読
取

り
旅
券
が
発
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
般

旅
券
の
取
得
手
続
き
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

主
要
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で

す
。

日 曜 場 所 時 間

2 水 黒部市役所前 9 :30-12:00 

3 木 魚津市役所前 9 :30-12:00 

5 土 富山市「アヒ。タ」ショッヒ。ンク。センタ一前 10 : 00 -16 : 00 

6 日 富山市「アヒ。タ」ショッヒ。ンク、、センター前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

// // 滑川市「エール」ショッピンクーセンター前 10 : 00 -1 5 : 30 

7 月 立山町役場前 9 :30-15:30 

9 水 上市町役場前 9 :30-12:00 

朝日町役場前 1 0 : 00 -1 2 : 00 
14 月

朝日町職工会館前 13 : 00 -1 5 : 30 

19 土 富山市富山西武テ。パー卜 前 10 : 00 -16 : 00 

20 日 富山市富山西武テ。パー 卜前 1 0 : 00 -16 : 00 

21 月 福野町役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

27 日 大島町「アプリオ」ショッヒQンク。センター前 10 : 00 -1 5 : 30 

29 火 富山市「アヒ。タ」ショッヒ。ンク。センター前 10 : 00 -1 6 : 00 

30 71く 富山市富山西武デパート前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

1指街頭献血日程

• 
招致外国青年歓迎の集い

重量 WELCOME TO TOYAMA 
'92 JET PROGRAM .招鼓外国青年歓迎の集い

第30囲富山県身体障害者体育大会(水泳競技)

富山県知事選挙告示日

富山県バイオテク ノロジーセンター及び富山

県立大学生物工学研究センタ ー開設記念式典

第8回富山県育樹祭

富山県小売商業支援セ ンタ一関所式

とやまテクノフェア'92(ー 5日)開会式

'92公募「日本海美術展」開会式

9月30日

10月1B 
10月2日

10月4日

10月5日

10月7日

22 

。富山県赤十字血液センターでは、毎土曜日の午後も開所し
(祝祭日除く )、 献血を受け付けています。

富山県赤十字血液センター富山市飯野26-1Tel (0764) 51-5555 

23 

10月8日
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撮
影
/
滝
川
邦
彦
(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

エ
ッ
セ
イ
/
高

倉

盛

安

中
沖
知
事
就
任
あ
い
さ
つ

ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ

①
ま
ち
の
か
お
づ
く
り
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

②

「
国
連
障
害
者
の
十
年
」
記
念

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

③
富
山
北
大
橋
開
通
式

④
県
立
大
学
生
物
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ブ
ン

特
集
/

エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
出
会
い
と

感
動
の
初
日
間

P

I

N

U

P

T

O

Y

A

M

A

 

撮
影
/
松

田

勉

ト
ピ
ッ
ク
ス
/
平
成

3
年
度
新
富
山
県
民

総
合
計
画
事
業
実
績

県
庁
探
訪
/
河
川
開
発
課

ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記
/
福
光
町

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

P 
6 

P 
12 

P 
14 

p p p 

20 18 16 砂
子
の
技
法
を
用
い
た
扉
風
で
今
回
「
第
お

回
日
本
伝
統
工
芸
展
」
に
初
入
選
さ
れ
た
長
岡

由
美
子
さ
ん
は
、
家
業
の
表
具
庖
「
長
岡
静
寿

堂
」
で
、
父
達
雄
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

仕
事
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
花
な
ど
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た

女
性
ら
し
い
柔
か

い
作
風
に
は
定
評

が
あ
り
、
「
ぜ
ひ
彼

女
に
作
っ
て
ほ
し

い
U

と
い
う
注
文

も
結
構
あ
る
そ
う

で
す
。

g~主主~!l両副町j(F..I
富山県受通事担相談所東別箆?階

包 (0764)31-4111内4400

-・I~;院泊・E・f""'司・・

.耳目，，~哩E・E・fI~.

覚

談

山J

-
相

川
〔U

法

な

化
1

商

ん

川町
川

質

ど
。
っ
く

悪

、
す

ニ
E

.
ど
ま

ヨ
4

題
な
じ

ω

問

剤

応

市

庭

い

も

旧

家
せ
に

宮

高齢者や家族の心配ごと、

悩みごとに富山県高齢者

総合相談セ ンター

富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内

霊堂 (0764)41-4 1 1 0 

-~1~ ;::S弘司同同町~F.・

消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

宮 (0764)32-9233
(金融相談は〉

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766).25-2777

-・・・・・t弓掴l~彊匝園面.IIW..F.__  _ 
富山市新総由輪ト7(県庁内)

包 (0764)3卜4111附)

31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮 (0766)2ト9411杭)

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311附)

砺波市幸町卜7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151抗)

-・・・・E幽且ID.iI箇置国邑園皿盟・・・・・・

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

ー炎本目民県

〉毎
も__.__ 
ヲミ・

り
の
手え

そ
の
名
も

今
の
時
期
、
秋
茄
子
・
秋
大
根
が
お
い
し
く
、

サ

ン

マ

秋
鯖
・
秋
万
魚
が
う
ま
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
名

も
か
秋
味
。
と
い
う
魚
|

|
鮭
の
別
名
で
あ
る
。

(ア
イ
ヌ
語
で
サ
ケ
は
。
ア
キ
ア
・
チ
ッ
プ
九
)

サ
ケ
は
、
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
圧
』

川
・
神
通
川
・
黒
部
川
な
ど
へ
、
産
卵
の
為
-
h

海
か
ら
そ
上
す
る
。
自
『
分
が
生
ま
れ
た
〈
母
川
v

へ
の
回
帰
。

h

サ
ケ
は
四
年
、
マ
ス
は
三
年
で
回
帰
衣
石
が
、

サ
ケ
は
マ
ス
と
違

っ
て
川
に
く
る
と
餌
奇
食
べ

な
い
、
だ
か
ら
釣
れ
な
い
。
ゃ
な
・

網
必
獲
る

の
で
あ
る
。
そ
の
網
を
く
ぐ
り
、
岩
に
体
を
打

ち
つ
け
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
上
流
の
産
卵
場
を

め
ざ
す
。

』

メ
ス
は
小
砂
利
を
除
き
、
大
き
な
{る
ぞ
掘
っ

て
卵
を
産
む
。
卵
に
射
精
し
た
オ
ス
は
/
黒
ず

ん
だ
体
を
横
た
え
泳
ぐ
力
も
な
い
。
メ
九
も
後

を
追
う
よ
う
に
流
れ
に
身
を
ま
か
せ
、
主
が
て

死
ん
で
い
く
:
:
:
こ
ん
な
や
せ
細
っ
た
サ
ヂ
を、

本
場
・
北
海
道
で
は

かホ
ツ
チ
ャ
レ
。
と
い
う
。

そ
上
前
の
海
ザ
ケ
は
、
脂
が
の
り
そ
の
銀
鱗

は
鮮
や
か
だ
が
、
川
ザ
ケ
は
身
肉
も
白

品
ぽ
く

な
り
不
規
則
な
斑
紋
が

(婚
姻
色
)
現
和
れ
て

く
る
。

-

こ
れ
が
斑
鮭
(
ぶ
ち
サ
ケ
)
で
、
値
も
安
い
。

斑
鮭
を
網
で
獲
り
、
ふ
化
用
の
卵
ゐ
確
保
し

た
後
、
内
臓
を
除
き
ひ
と
塩
し
て
「
訴
巻
鮭
」

あ
き
あ
じ

グ
秋
味
。

物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話ください。

宮 (0120)16-7400(県弓県民生活課内)

闘面厩.込
・北日本、富山、読売、北陸中日、

朝日、毎日

毎月第己、最終土曜日

「県からのお知らせ」

県わらの木、ソトニ三一ス見て、聞いて、ご意見をお寄せくださいo

- L 
・チューリップテレビ 毎週土曜日AM9:30-9:45

「志の輔のふるさとトーク」

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:o0-9:3o 
r1l2万人白のひろばークイズ/フォー力ス・イン」
北日本放送毎週日曜日AM11 : 00-11 : 30 
「こんにちは富山県です」
11パ 今週は文化財保護強調週間です

11/8 竹村健の視点②

~これからの富山をどう築くか~
中小小売商業者を応援します

2000年国体、わが町のスポーツ
脱スパイクで安全運転

に
す
る
。

こ
れ
が
、
高
価
な
歳
暮
鯛
の
代
用
と
し
て
、

県
内
に
出
廻
り
、
魚
屋
庖
頭
に
吊
ら
れ
る
の
で

抗
引

y庁
巻
鮭
。
は
風
味
を
大
切
に
し
て
甘
塩

だ
が
、
，
塩
位
ヂ
は
保
存
が
重
点
で
塩
は
二

O
%

以
上
に
す
る
。
/

地
元
で
獲
れ
る
鮭
の
4
4詐
は
川
ザ
ケ
で
、
海

ザ
ケ
が
極
め
て
少
な
い
せ
い
も
あ
っ

匂
が
、
富

山
で
は
、
旨
い
海
ザ
ケ
よ
り
川
ザ
ケ
の
奈
珍

重
さ
れ
、
よ
く
食
さ
れ
る
。

ノ

サ
ケ
は
「
裂
け
」
で
、
身
肉
が
裂
け
易
い
按

あ
慌
に
並
ぶ
か
ら
と
も

d
F
が
深
い
か
ら

と
も
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
マ
ス
も
同
じ
。
両

者
と
も
サ
ケ
科
の
魚
で
、
血
縁
は
極
め
て
近
い
。

英
名
は
、
サ
ケ

1
ド
ッ
グ
・
サ
ー
モ
ン
、
マ

ス
1
チ
ェ
リ
ー
・
サ
ー
モ
ン
ー
ー
で
あ
る
。

鱒
寿
司
は
、
富
山
を
代
表
す
る
味
の
ひ
と
つ

だ
が
、
た
ね
は
サ
ク
ラ
マ
ス

(1ホ
ン
マ
ス
)
。

マ
ス
は
サ
ケ
よ
り
上
流
ま
で
そ
上
す
る
。
北
陸

に
多
く
、
富
山
で
は
メ
ス
マ
ス
の
方
が
多
く
獲

れ
る
。な

お
、
市
販
「
サ
ケ
缶
」
は
実
は
カ
ラ
フ
卜

マ
ス
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

:
:
:
秋
の
夜
長
は
、
サ
ケ
の
成
熟
卵
を
甘
塩

に
し
た
，
い
く
ら
(
露
語

γ
で
ひ
と
り
酒
、

あ
と
の
ご
飯
に
は
，
秋
味
e

と
，
秋
茄
子
e

を
頂
く
と
い
う
こ
の
頃
で
あ
る
。

同即日悶剛
.FMとやま

「乃弓ふ3、れあいホツトライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日 AM9: 40-9: 45 

11/15 
11/22 
11/28 

③
表
紙
撮
影
で
お
伺
い
し
た
長
岡
さ
ん。

の
び
の
び
と
仕
事
や
育
児
に
励
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
な
あ
と
い
う
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
ご
家
庭
も
す
ご
く
あ

っ
た
か

そ
う
で
、
最
近
気
が
滅
入

っ
て
い
る
小

生
は
、
つ
く
づ
く
そ
う
い
う
宅
活
に
憧

れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
(T)

③
み
で
あ
る
記
の
取
材
先
で
は
、
世
間

話
も
か
な
り
す
る
。

い
き
な
り
質
問
し

て
も
な
か
な
か
聞
き
た
い
答
え
は
返

っ

て
こ
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し
世
間
話
に

花
が
咲
く
と
、
肝
心
な
こ
と
を
聞
き
忘

れ
る
。
聞
き
上
手
に
な
る
の
は
難
し
い

も
の
だ
。

(
A
)

③
県
境
の
ダ
ム
の
湖
底
に
、
水
眠
す
る
こ

と
に
な
る
廃
村
集
落
の
歴
史
。
秋
風
の

夕
暮
れ
の
中
、
湖
底
を
見
下
ろ
す
と
、

こ
の
辺
境
の
地
の
入
植
時
の
人
々
の
生

活
の
様
子
や
険
し
い

山
々
を
越
え
往
来

す
る
姿
が
思
い
浮
か
び
、

一
瞬
時
の
流

れ
が
止
ま

っ
た
よ
う
な
思
い
に
か
ら
れ

た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

(
M
)

24 

サケ (地元では*アキアジ*ホシロザケ*とも呼ぶ。)

マス(地元では"ホンマス、、*サクラマス、とも呼ぶ。)

津田武美絵・文



1 よ'

愛称が新しくなりま10..
その名も「らいaぅパレースキー場」です。

らいちょうバレーは、「雷鳥の省」という意昧ですb

県民はもとより全国に知られている県鳥である雷

鳥を愛称に用いました。皆僚に親しみを持っていた

だきたいとの気持ちと、スキーヤーが華麗にゲレン

デを舞う姿をイメージしてあります。

また、グリーンシーズンには、パラグライダーの

メッカであることから、鳥が空を飛ぶということも

併せてイメージいたしました。
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